
Ⅰ．はじめに

　２０２０年に我が国で新型コロナウイルス感染症が蔓延し，現在も収まることなく猛威
を振るっている。緊急事態宣言の発令や度重なるクラスターの発生から，今までの生
活様式を見直すことが余儀なくされ，同年に厚生労働省から「新しい生活様式」
（２０２０）１）の提言がなされた。
　教育現場においては，対面授業が行えない環境や遠隔授業の試みなど，新たな生活
様式に対応した教育現場の在り方を模索してきた。この未曽有の事態は，教育を受け
る学生にとって大きな変化となり、甚大な影響を受けた。介護福祉士養成施設におい
ても例外ではなく，介護施設での実習が困難な状況となり，実習の在り方が大きく変
化した。このような非常事態に伴い，限られた資源を活用しながら教育方法を試行錯
誤し模索する各養成施設の実践報告も複数散見される２）－１１）。しかしながら，現時点
では各養成施設の実践報告にとどまっており，それらを統合的に整理した研究は見当
たらない。
　本研究では，新型コロナウイルス感染症流行下において変化した介護実習（以下，
代替実習）について報告した文献から，学生の語りに関する記述部分を抽出し，テキ
ストマイニングによる分析をすることで，代替実習での学生の学びと困難を明らかに
することを目的とした。

Ⅱ．研究目的

　新型コロナウイルス感染症流行下において変化した介護実習について報告した文献
を分析することで，代替実習での学生の学びと困難を明らかにする。
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Ⅲ．研究方法

１．対象文献の収集
（１）対象文献の選定基準
　本研究では以下の５つの基準をすべて満たす文献を対象とした。
　①我が国で新型コロナウイルス感染症を初確認した２０２０年１月以降に発表されてい
る。

　②新型コロナウイルス感染症の流行下での代替実習に関する記述がなされている。
　③代替実習における学生の学びや困難に関する記述がなされている。教員の語りや
評価に関する記述は対象外とする。

　④和文で記述されている。
　⑤CiNiiArticlesで紀要論文，あるいは学術集会誌論文として扱われている。
（２）対象文献の検索方法およびプロセス
　本研究ではテキストマイニングを用いて分析するため，日本語文献データベースを
使用した。文献データベースはCiNiiArticlesを使用した。新型コロナウイルス感染
症の流行が始まった２０２０年１月から２０２２年８月までの期間に発表された論文を対象と
し，２０２２年８月に検索を行った。検索キーワードは「介護ＡＮＤ実習」とした。
２．対象文献のスクリーニング方法
（１）１次スクリーニング（タイトル・抄録によるスクリーニング）
　２名の研究者が検索した文献のタイトルおよび抄録を読み，それぞれ独立してスク
リーニングを行った。２名の研究者が選定基準を満たしていないと判断した研究は除
外とした。
（２）２次スクリーニング（本文によるスクリーニング）
　１次スクリーニングで除外しなかった文献について，２名の研究者がそれぞれ独立
して本文を精読し，選定基準を満たすかどうかを判断した。２名の研究者の見解が一
致した文献を対象文献として採択した。
３．分析方法
　本研究では，対象となった文献から，学生の学びや困難に関する記述を抽出し，テ
キストマイニングの手法を用いて分析を行った。テキストマイニングとは，分析対象
のテキストデータの中で使用されている単語の回数や品詞の種類，単語間の関係性な
どに注目し，統計的・計量的に解析を行う手法である１２）。テキストマイニングは，質
的・量的の両価性を持ち，探索的研究・仮説検証的研究・仮説生成的研究に有用な手
法である１３）。また，北中ら１４）は営業研究分野の文献研究にテキストマイニングを用い
ており，文献研究にテキストマイニングを用いることの有用性について明らかにして
いる。これらの先行研究を参考とし，本研究は文献を用いて，学生の学びや困難につ
いて探索する研究であり，テキストマイニングを用いて分析することが有用であると
判断した。テキストマイニングでは，分析対象語の選定や類義語のまとめ方によって
結果が大きく変化するため，以下の手順を踏んだ。
（１）テキストデータの作成
　対象となった文献について研究者２名が精読し，代替実習に対する学生の学びや困
難に関する記述を，各文献の結果部分より抽出した。
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表１　強制抽出語 表２　ストップワードリスト

3 
 

3 
 

（２）自然言語処理とデータクリーニング
　テキストデータを統計解析が可能な形にするために，形態素解析を実施した。形態
素解析は，テキストデータについて形態素に分割し，それぞれの出現頻度を集計する
手順をとった。
　不要語の削除及び強制抽出は太田ら１５）の先行研究を参考に，以下の手順を用いた。
①品詞による不要後の削除
　主として語彙的意味をあらわす品詞である動詞・名詞に限定した。一部，名詞や動
詞として扱われることのある形容動詞・副詞も分析対象とした。
②語句の強制抽出
　語句の強制抽出は，形態素に分かれてほしくない言葉を１つの言葉として扱うため
に施す手順である。本研究で強制抽出語としたものは「生活支援技術」「実習記録」「訪
問介護」などであった。強制抽出語の一覧を表１に示す。
③ストップワードリストによる不要語の削除
　國府ら１６）が提示したストップワードリストを使用し，不要語の削除を行った。削
除する項目は研究目的によって異なるため，２名の研究者が本研究に必要であると判
断したものはストップワードリストから除外した。ストップワードリストとして削除
した不要語は「思う」「多い」「良い」等であった。ストップワードリストの一覧を表
２に示す。

（３）統計解析
　テキストマイニング及び統計解析にはKHCoder3（樋口 ２０２０）１７）を使用した。
KHCoder3は，アンケートの自由記述やインタビュー記録などの文章を統計的に分析
するフリーソフトウェアである。単なる集計のみならず，階層的クラスター分析や共
起ネットワーク図の作成などを行うことができる。本研究では対象となったテキスト
について，KHCoder3を用いて文書の単純集計を確認し，頻出語リストで出現回数
の多い語を確認した。その後，Jaccardの類似性係数を算出し，共起ネットワーク図
を作成し共起関係を確認した。Jaccardの類似性係数は，語と語の共起の強さを測る
のに適した係数である。本研究においては，共起ネットワーク図に基づき，サブネッ
トワークのテーマをネーミングする際の客観性担保の目的で使用した。また共起ネッ
トワーク図とは，出現頻度の高い語と語の共起関係を視覚的に描写したものである。
語の出現数に応じてそれぞれの語を表す円のサイズが異なり，語の出現数と円の面積
が比例する１７）。描画した共起ネットワーク図から抽出されたサブネットワークをテー
マとして扱い，Jaccard係数による共起関係，及び主要なコンコーダンスを参考に，
研究者２名でブレーンストーミングを行い，ネーミングを行った。尚，KHCoder3の
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表３　代替実習における学生の学びと困難に関する文献

4 
 

操作に関する共起ネットワーク図の設定条件として，集計単位は文，最小出現数１０
回，描画する共起関係（edge）の選択は上位７０，最小スパニングツリーだけを描画
とした。

Ⅳ．結果

１．対象文献の概要
　検索の結果，全３６件の論文が得られた。得られた３６件の文献について，先述の方法
でスクリーニングした結果，最終的に分析対象となった文献は全１０件であった。研究
対象とした文献の概要を表３に示す。

２．形態素分析の概要
　対象文献から抜粋したテキストデータに対して自然言語処理を実施し，分析対象と
なる形態素を抽出した。テキストデータの総抽出語数は７，７７３語で，そのうち分析対
象を満たす語は３，０３０語であった。尚，分析対象を満たす使用語は，助詞，助動詞の
ように，どのような文章にでも出現する一般的な語をKHCoder3が認識し除外した
結果の数を表す１７）。
３．出現回数の多い語
　出現回数が多かった頻出語上位５０語を表４に示す。出現回数が最も多かった語は
「利用者」で、「介護」「実習」「理解」「施設」などが続いた。
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表４　抽出された語の頻出語（上位５０語）

5 
 図１　共起ネットワーク図

5 
 

４．共起関係にある語と抽出されたテーマ
　分析対象となった語について，上位７０語をもとに作成した共起ネットワークを図１
に示す。頻出語の上位２語である「利用者」「介護」などを中心に５つのサブネット
ワーク（テーマ１～５）が抽出された。

テーマ１「代替実習を通して理解しようとする多職種連携と施設の役割」
　「利用者」「施設」「理解」「実習」「生活」「学べる」「実際」「関わる」「職種」（Jaccard
＝．０７～ ．１５）によって構成され，「同職種・他職種の連携を想像することができた」
「事例を通して利用者の必要であると思われる支援について考えたり，いくつかの演
習があることで理解が深まった」などの記述がみられた。
テーマ２「学生間の交流によって得た学び」
　「自分」「グループ」「課題」「発表」「内容」「意見」「考え」（Jaccard＝．０９～ ．１８）
によって構成され，「グループワークを通じて，自分では考えていなかった意見や新
たな視点をみつけることが出来た」「他のメンバーの意見を聞くことで，より理解を
深めることが出来た」などの記述がみられた。
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テーマ３「コミュニケーション技術の経験不足」
　「介護」「情報」「重要」「コミュニケーション」「方法」（Jaccard＝．０８～ ．１４）によっ
て構成され，「アセスメント，介護計画立案につなげるためには情報収集が重要だと
実感した」「直接触れる身体的介助を行う重み，コミュニケーションを図る難しさや
楽しさを経験できなかった」などの記述がみられた。
テーマ４「当事者の語りから得た学び」
　「学ぶ」「支援」「出来る」「高齢者」「大切」（Jaccard＝．０５～ ．０８）によって構成
され，「実際に訪問介護を利用している高齢者の話や思い，地域で暮らすいろいろな
高齢者を知ることが出来た」「実習指導者へのインタビューで学んだことが多かった」
などの記述が確認された。
テーマ５「事例を活用した介護過程の展開に関する困難」
　「考える」「事例」「アセスメント」「違う」「気づく」「記録」（Jaccard＝．０５～ ．
１２）によって構成され，「どういった状態なのかを文面で想像することは難しく，深
いアセスメントができなかった」「介護過程において，施設実習であると自ら収集し
なければならない点が違った」などの記述があった。

Ⅴ．考察

　本調査では，代替実習に関する文献の中から学生の語り部分を抽出し，テキストマ
イニングの手法で分析を行った。特に共起ネットワークでの分析では，Jaccard係数
による共起関係，及び主要なコンコーダンスより５つのテーマが抽出された。その結
果について１．代替実習によって得られた学び，２．代替実習における学生の困難の
２つの視点で考察を行った。
１．代替実習によって得られた学び
　テーマ１「代替実習を通して理解しようとする多職種連携と施設の役割」では，事
例検討やＩＣＴツールを用いた指導者との対話の中から，同職種・他職種連携の実際
を想定し，理解しようとする学生の姿勢が推察された。さらにこのテーマでは「施設」
「生活」「理解」の語が共起していることから，施設の役割や利用者の生活支援につい
ても，理解を深められたと考えられる。
　テーマ２「学生間の交流によって得た学び」では，代替実習の中で同一課題に対し
てグループワークを実施し，グループごとに発表するといった内容が散見された。
「グループワークを通じて自分では考えていなかった意見や新たな視点をみつけるこ
とが出来た」との語りがあるように，グループワークにおいて自身の考えを述べるだ
けでなく，他者の考えを聴くことが新たな知見の獲得や自身の課題の明確化につな
がったと推察される。また，グループごとの発表の機会は，相手に伝わりやすい表現
やそのための工夫などを検討する機会にもなり，学生で協力することの重要性や有効
なプレゼンテーション方法を学ぶ機会へと結びついていると考えられる。
　テーマ４「当事者の語りから得た学び」では，ＩＣＴを活用し，現場で働く指導者
やホームヘルプサービスの利用者とのオンラインでの対話から学びを得ていたことが
明らかとなった。オンラインでの対話という限られた機会の中で，対話内容から現場
をイメージし，高齢者の様々な生活場面における介護者の役割について学ぼうとする
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学生の姿勢が推察された。さらに「実際に訪問介護を利用している高齢者の話や思
い，地域で暮らすいろいろな高齢者を知ることが出来た」とあるように，オンライン
での当事者との会話体験が，高齢者理解に繋がり，サービス利用者のニーズを考える
機会になったのではないかと考えられる。
　以上３つのテーマによって、ＩＣＴの活用や学内でのグループワークなどを取り入
れた代替実習における，学生の様々な学びが確認できた。
２．代替実習における学生の困難
　テーマ３「コミュニケーション技術の経験不足」では，直接触れる身体的介助を行
う重みや，コミュニケーションを図る難しさや楽しさに関する経験が乏しかったこと
が推察される。厚生労働省の示す「介護実習指導のためのガイドライン」１８）では，求
められる介護福祉士像として「本人や家族，チームに対するコミュニケーションや的
確な記録・記述ができる」ことが明示されている。介護福祉士のコミュニケーション
の対象は，利用者，家族，多職種など多岐にわたる。さらに，コミュニケーションに
は，相手の表情や些細を汲み取る，場面や利用者の個別性を考慮しトーンや言葉を選
択するなどといった，様々な技術が必要とされる。それらを実際に体験し，言葉を選
択しながら行うコミュニケーションの機会が失われた影響は大きい。新型コロナウイ
ルス感染症の流行により，同様に実習が困難となった看護師養成施設での先行研究に
おいて，竹田ら１９）は、模擬患者を設定したコミュニケーションの実践による学生の
学びの効果を明らかにしている。制限された学習環境下において本来得られる学びを
担保するためには，前述のような方法などを有効活用すると同時に，今回課題として
明白となった，コミュニケーション場面や対象者，個別性などの詳細設定についても
検討を重ね，目的を達成できるような方法を熟考していくことが求められると考える。
　テーマ５「事例を活用した介護過程の展開に関する困難」では，「どういった状態
なのかを文面上で想像することは難しく，深いアセスメントができなかった」「介護
過程において，本来の現場実習であれば，自ら情報収集しなければならない点が違っ
た」などの語りがみられた。大石ら２０）は，遠隔実習による「介護過程」の学習効果
を検証しており，その課題として，「立案した介護計画を利用者に実践し，うまくい
くのかどうかを自ら体験すること」を挙げている。本研究でも同様に，利用者との直
接的な関わりを体験できなかったことが，実践に対する学生の不安に影響を与えてい
ると推察される。「介護実習指導のためのガイドライン」１８）の中で，求められる介護
福祉士像として，専門職として自律的に介護過程の展開ができることが掲げられてい
る。介護過程の展開の修得に関しては，社会情勢と共に介護職をめぐる環境が変化す
る中で，介護過程教育にＩＣＴを活用することは有効であり，特に社会に適応できる
情報リテラシーと論理的思考を意図した創意工夫を加えることで，さらに教育効果を
高められるという報告２１）もある。これらを踏まえ，今回明らかとなった文面上の利
用者情報から行えるアセスメントの限界，実践場面に近い情報収集の困難さについ
て，効果が検証されている方法２１）の他，実際場面に近似した体験ができる模擬利用
者参加型教育など、目的に応じ教育方法を使い分け，課題について都度議論を重ねな
がら，学修効果の向上に繋げていく必要性が示唆された。
　以上２つのテーマから，代替実習における学生の困難が確認された。
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Ⅵ．おわりに

　新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い，従来介護現場で行っていた実習は，
代替実習への全面的な変更を余儀なくされた。各介護福祉士養成施設での代替実習の
実践状況から，学生の学びや困難に着目してテキストマイニングで分析を行った。介
護教育の実習の意義・目的として「養成校で学習した知識や技術を具体的・実際的に
体験し，統合化を図ることができること」１９）が掲げられているように，本来実習は自
身の学びの成果を直接実践できる，いわば学びの集大成である。
　本調査では，代替実習での学生が得た学びも得られた一方，困難さも明らかとな
り，従来の実習を経験できなかったことが学生の学びに与えた影響の大きさが伺えた。
　新型コロナウイルス感染症の感染終息の目途が立たないと同時に，高齢化をはじめ
とする我が国の社会情勢は変化し続けており，支援を必要とする高齢者のニーズや個
別性が多様化することに伴い，介護福祉士に求められる専門性は高まる一方である。
従来の実習が再開できることを願いつつも，限られた資源や環境を有効活用しなが
ら，より効果的な代替実習を模索していくことが，本来得られる学びを担保するこ
と，ひいては現代社会に求められる介護福祉士の育成にもつながっていくと考える。
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